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要介護認定率
介護保険料
高齢者人口

12.5%

17.0%

5,700円

3,225円

112,053人

59,900人

この先も
増加が予想
されます！

宮崎市の将来推計人口

宮崎市は
1人の高齢者を何人で支える？

これまでの支え手の中心これからは“地域の私たち”も支え手の一員に

地域とのつながりを持ちながら、お互いに支え合い、住み慣れた地域で暮らせるまちにしていきましょう。

2040年

1.4人
2025年

1.8人
2015年

2.1人

「
ぐ※

る
み
ん
宮
崎
」
が
合
言
葉

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
支
え
合
い

２
０
２
５
年
は
も
う
す
ぐ
！

さ
ら
に
少
子
高
齢
化
が
進
行

　
「
２
０
２
５
年
問
題
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
昭
和
22（
１
９
４
７
）年
~
24

（
１
９
４
９
）
年
生
ま
れ
の
「
団
塊

の
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が

75
歳
以
上
に
な
る
の
が
５
年
後
の

２
０
２
５
年
。
宮
崎
市
で
は
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）が
約
12
・
１
万
人
に
な

り
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
ま
す
。

総
人
口
は
現
在
の
約
40
万
２
千
人
か

ら
２
０
２
５
年
に
は
約
39
万
９
千

人
に
。
高
齢
化
率
は
27
・
９
％
か
ら

30
・
４
％
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
団
塊
の

世
代
の
子
ど
も
た
ち
、
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
で
あ
る
今
46
歳

~
49
歳
の
人
が
65
歳
以
上
に
な
る

　

次
に
こ
ち
ら
の
グ
ラ
フ
も
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
平
成
12（
２
０
０
０
）

年
度
か
ら
約
20
年
間
の「
要※

介
護
認

定
率
」「
介
護
保
険
料
（
宮
崎
市
の

基
準
額
）」、
65
歳
以
上
の
「
高
齢
者

人
口
」
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
要
介
護
認
定

率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

に
よ
り
、
医
療
や
介
護
・
福
祉
の

２
０
４
０
年
に
は
さ
ら
に
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、こ
の
ま
ま
で
は
右
の
図

の
よ
う
に
支
え
る
側
の
人
が
減
少

し
て
い
き
ま
す
。
支
え
る
側
と
支
え

ら
れ
る
側
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た

め
に
は
、地
域
ぐ
る
み
で
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

※各年10月1日時点住民基本台帳データ�※2020年以降は推計値

ケアマネジャー

デイサービスや
デイケアのスタッフホームヘルパー

医療・看護

地域包括支援センター

民間のサービス

ご近所さん
（声かけ、見守り、援助など）

地域住民の
グループ、団体

認知症サポーター

ボランティアによる
生活支援

※宮崎市では地域ぐるみの支え合いの仕組みである地域包括ケアシステムの愛称を「ぐるみん宮崎」としています。

特
集

１

自分事として、より多くの人が
高齢者を支える仕組みの

だから、これからは

「ぐるみん宮崎」が必要に

自分事として、より多くの人が
高齢者を支える仕組みの

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
で
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
に
加
え
、
医

療
や
介
護
、
福
祉
従
事
者
の
不
足
、

家
族
介
護
者
の
負
担
が
増
え
る
な

ど
の
問
題
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
要
介
護
認
定
率
⋮
⋮
高
齢
者
人

口
に
対
す
る
介
護
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
認
定
を
受
け
た
人
の
割
合
。

ぐ る み ん 宮 崎

4Miyazaki City Public Relations 市広報みやざき ９月号5


